
水道水高エネルギー化装置ザ・バイオウォーター水道水高エネルギー化装置ザ・バイオウォーター水道水高エネルギー化装置ザ・バイオウォーター水道水高エネルギー化装置ザ・バイオウォーターのののの

排水処理施設能力向上テスト排水処理施設能力向上テスト排水処理施設能力向上テスト排水処理施設能力向上テスト

（　  於　 　） 横浜冷凍株式会社子安工場

（　期　 間　） 平成 11 年 8 月 10 日～平成 11 年 11 月 10 日

（検査機関 ） 株式会社小田原カスタム マニュファクチュアリング サービス



ⅠⅠⅠⅠ....排水処理の現状と問題点排水処理の現状と問題点排水処理の現状と問題点排水処理の現状と問題点

Ⅱテストの方法と手順Ⅱテストの方法と手順Ⅱテストの方法と手順Ⅱテストの方法と手順

① 処理装置の前処理が全くなされていないため、高負荷、嫌気性分解が進んでいる。そのた

め第一原水槽の前に、來雑物除去の目的で、「生ゴミ残渣収集ネット」を取り付ける。

(平成１１年５月２７日）

② 水道水高エネルギー化装置、ザ・バイオウォーターΩを工場供給水の元に取付け（高置

タンク後の給水管）ＰＨ、ＳＳ、ＣＯＤ、ＢＯＤ、n－hex の指標で水質検査を行なう。

（平成１１年６月１０日）

ザ･バイオウォーターΩ取付前 同左取付後



③ 第一回水質検査（平成１１年８月１０日）、第二回水質検査　（平成１１年１１月１０日）を実

施して２回のデーターの推移を比較して改善効果を検討する。

Ⅲ水質検査の結果－第三回（Ｈ１２．１．１２）水質検査データ―追加分―Ⅲ水質検査の結果－第三回（Ｈ１２．１．１２）水質検査データ―追加分―Ⅲ水質検査の結果－第三回（Ｈ１２．１．１２）水質検査データ―追加分―Ⅲ水質検査の結果－第三回（Ｈ１２．１．１２）水質検査データ―追加分―

高エネルギー水による排水水質改善のデーター高エネルギー水による排水水質改善のデーター高エネルギー水による排水水質改善のデーター高エネルギー水による排水水質改善のデーター

水質検査機関：株式会社小田原カスタムマニュファクチャリング サービス

《 ㈱日立製作所ストレージシステム事業部内》



① 表から明らかなように８月１０日から１月１２日の５ヶ月間で、放流水は全ての指標で継時

的な改善効果が確認できる。総じて約７０％の改善効果が見られる。なお、年末年始の当

該事務所の操業状態は１２月３０、３１日のみ休止で原水の環境負荷が高まっているにも

かかわらず、放流水の改善が見られるのは特筆すべきこのである。

② 以上データーのように時の推移につれて排水の環境負荷が大きく減少してゆく傾向が確認

できるが、これは水道水高エネルギー化装置、ザ・バイオウォーターΩの働きにより約１．８

倍高エネルギー化した水が（添付資料１参照）排水中のバクテリアの働きを活性化し、排水

処理効率が向上したものと考えられる。

   
③ 水道水に代わり高エネルギー水が供給されることになったトイレの小便器内の尿石が自然

に除去される効果も確認された。

ⅣⅣⅣⅣ        余剰汚泥量の変化余剰汚泥量の変化余剰汚泥量の変化余剰汚泥量の変化

高エネルギー水による余剰汚泥減少のデータ高エネルギー水による余剰汚泥減少のデータ高エネルギー水による余剰汚泥減少のデータ高エネルギー水による余剰汚泥減少のデータ

引き抜き月 量(t)
　　　平成 10 年 7 月   3.7
　　　平成 10 年 10 月 3.7
　　　平成 11 年 1 月 3.7
　　　平成 11 年 3 月 3.7
　　　平成 11 年 5 月 5.0

バイオウォーター

設置前

計計計計 　　　　　　１９．８　　　　　　１９．８　　　　　　１９．８　　　　　　１９．８    ｔｔｔｔ
　　　平成 11 年 6 月 10 日 バイオウォーター設置

　　　平成 11 年 10 月 3.1
　　　平成 12 年 3 月 3.3

同設置後

計計計計 　　　　　　　６．４　　　　　　　６．４　　　　　　　６．４　　　　　　　６．４ t t t t

（平成１２年５月現在） データ提供  横浜冷凍（株）

①ザ・バイオウォーター設置後１年間での引抜き実績量         ６．４ｔ
  ザ・バイオウォーター設置前の同期間の引抜き実績量       １９．８ｔ
   
②この結果余剰汚泥は、６７．７％減少したことが証明された。この数値はⅢ項のＢＯＤ、

　 ＣＯＤの減少率とも一致している。


